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【土地利用計画案検討の流れ】 

  土地利用計画の策定にあたっては、「東部海浜開発土地利用計画検討調査委員会」（全５回）

に４つの案を提示し、それに対する指導・助言を踏まえながら、絞り込みを行った。 

  その経緯は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 3回 委員会   

 4つの案の土地利用方針を踏まえ、4つの案に共通する環境機能・交通アクセス機能の考え方、各案のゾー
ンの配置方針、ゾーン毎の施設規模を設定した上で、４つのゾーニング図を作成し比較を行った。その資料
を基に審議をした結果、１，２案で土地利用計画図の作成を行うことを委員会として助言 
 助言内容：検討を進める２つのゾーニング案（1案、2案） 

各案に共通する環境機能・交通アクセス機能の考え方 

各ゾーニング案のゾーン配置及び施設内容 
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 第 2回 委員会   

 上位計画や地区のポテンシャル、企業等へのヒアリング、人工海浜の計画、市民意見（100人委
員会の中間報告）を受け、土地利用計画の導入機能と土地利用計画の方針（案）を 4つ提案し、提
案した 4つの案で検討を進めることを委員会として助言 
 助言内容：検討を進める 4つの土地利用方針 

         それぞれの案の土地利用方針の概要 

それぞれの案の導入機能及びその内容、連携イメージ 
◇上位計画から 
【国際交流リゾートを形成するための機能】 
■主となる機能 

○環境、宿泊、商業・エンターテイメント機能、交流・展示機能、海洋レジャー機能 
■補完する機能 
○交通アクセス機能（旅客バース） 

【東部海浜開発地区が担える機能】 
○産業・業務（雇用の創出）、住宅機能（安価で多様な住宅供給）、健康、医療、環境機能（干潟

活用・保全、緑の創出）、スポーツ（運動施設、） 

◇地区のポテンシャル、ヒアリング、人工海浜の整備計画（案）から 
【住宅系】：住宅機能 
【観光・リゾート系】：宿泊、商業・エンターテイメント、海洋レジャー、交通アクセス 
【産業・商業系】：産業・業務、商業、教育 
【福祉・健康系】：スポーツ、健康、医療 
【環境・文化】：環境、歴史・文化機能、交流・展示 

◇市民意見（100人委員会 進捗状況報告）から 
【最も重要な機能（ベースとなる機能）】：環境機能 
【主となる機能】：スポーツ機能、商業・エンターテイメント機能、交流・展示機能、産業・業務 
【補完する機能】：宿泊、健康・医療 
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 土地利用方針 土地利用方針の概要 主となる機能 

１
案 

国際交流リゾート 

拠点の形成 

国際的・全国的な「エンターテイメント施設」や高級品

等を扱う「大規模商業施設」、複数の「リゾートホテ

ル」、「海洋レジャー」、大規模コンベンション利用の「交

流・展示施設」などが一体的に集積した沖縄県に無い

空間を創出し、海・緑に囲まれた独特のリゾート環境の

中で観光客や市民、県民が交流し楽しめる空間を創

出する。 

○商業・エンターテイメ

ント機能 

○宿泊機能 

○交流・展示機能 

○海洋レジャー機能 

２
案 

スポーツ 

コンベンション 

拠点の形成 

「スポーツ」「健康・医療」「交流・展示」をメインテーマと

した沖縄県に無い開発を目指し、独特の海に囲まれた

緑豊かな環境の中で、スポーツや医療・保養などを通じ

て県民や市民、観光客が交流・健康づくりを行える空

間を創出する。 

○スポーツ機能 

○健康・医療機能 

○交流・展示機能 

３
案 

賑わい・就業 

拠点の形成 

「商業・エンターテイメント」「産業・業務」の機能を主として、

海に囲まれた緑豊かな環境の中で、県民や市民が遊び、働

く賑わいの空間を創出する。 

○商業・エンターテイメント

機能 

○産業・業務機能 

４
案 

多様な機能を有する 

生活拠点の形成 

「住宅」「産業・業務」「教育」の機能を主として、住・働・学・

遊・憩などの機能を主として、海に囲まれた緑豊かな環境の

中で、生活の場として必要な多様な機能を有する空間を創

出する。 

○住宅機能 

○産業・業務機能 

○教育機能 

 

 1案 ２案 ３案 ４案 

国際交流リゾート拠点の 

形成 

スポーツコンベンション 

拠点の形成 

賑わい・就業拠点の

形成 

多様な機能を有する

生活拠点の形成 

総
合
評
価 

◎ 

評価が高い案。現在の上位計

画と合致し、沖縄市が現在目

指している都市像に近い案。し

かし、西海岸のリゾート地などと

の競合が懸念され、中城湾全

体での観光連携の構築や施設

整備による独自性を出すことが

必要。 

◎ 

評価が高い案。沖縄市の最も

優位性の高い資源を活用でき、

県内の他の開発地と差別化を

図った開発が可能。但し、公共

用地が多くなる可能性があるた

め、将来の維持管理含めた事

業性の検証と関係機関の調整

が必要。 

○ 

若干評価が低い案。可
処分用地などが多いた

め、公共の負担が少な

く、沖縄市の雇用の改善
への寄与も可能。但し、

競合する開発地が多い

ことが懸念され、地区と
しての独自性を出すこと

が必要。 

○ 

若干評価が低い案。沖
縄市に不足する新たな

都市機能を集積する

用地を生み出し、市の
堅調な人口増加へ対

応することが可能。但

し、競合する開発地が
多いことが懸念され、

地区としての独自性を

出すことが必要。 

 

１ 案：国際交流リゾート拠点形成案 

２ 案：スポーツコンベンション拠点形成案 

４ 案：多様な機能を有する生活拠点形成案 

３ 案：賑わい・就業拠点形成案 

第
４
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緑地 緑地 

干潟の活用・保全 

干潟利用の施設整

備 

 

自然観察の場など

としての活用 

緑地 

 

アクセス道路の線形

や取り付け位置、構

造等については、今
後検討 

【1案：国際交流リゾート拠点形成案】 

 

緑地 

 

干潟利用の施設整

備 

干潟の活用・保全 

緑地 

 

緑地 

 

自然観察の場など

としての活用 

干潟の活用・保全 

アクセス道路の線形
や取り付け位置、構

造等については、今

後検討 

【２案：スポーツコンベンション拠点形成案】 

 第４回 委員会   

 次頁に示す比較表も含め、２つの案を比較し、「スポーツコンベンション拠点形成案」で検討
を進めることを委員会として助言 
 助言内容：検討を進める土地利用計画案 

          

 第５回 委員会   

 検討を進めた土地利用計画案「スポーツコンベンション拠点形成案」に対し、
留意点などを助言 
 助言内容：土地利用計画案の留意点など 

          


